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   Incidence. The number of patients with urolithiasis was 283 which occupied 16.2  % of 

the total number of the patients who visited our department. 

   Regional Distribution. Kidney stone was seen in 140 cases (37.9  %), ureteral stone in 

171 cases (46.3  %), bladder stone in 27 cases (7.3  %), prostatic stone in 25 cases (6.8  %), 

and urethral stone in 6 cases (1.6  %). 

   Age, Sex and Side. The highest incidence was seen in persons of the third decade 

which occupied 55.9  %. Urolithiasis occurred more frequently in the male than in the 

female. No predilection in the affected side was observed. 

   Symptoms. The chief complaints were pain in the flank and abdomen, lumbago and 

hematuria. Renal colic was experirnced in 35.7 % of the patients with kidney stone and in 

71  % of the patients with ureteral stone. 

   Treatment. Operative treatment was mainly carried out for the  stones in the upper 

urinary tract, but rapid diuresis was  proved to be effective.

1緒 言

尿路結石症は比較的頻度が高いため泌尿器科

領域における重要な疾患の1つ に挙 げ られ る

が,そ の臨床統計的観察に関 しては古 くより多

数の報告がなされている.そ れらによると尿路

結石症の発生頻度や結石の部位的分布などにっ

いて地域的にかなり特色のある差異がみられる

といわれ,実 際文明が発達した地域ほど症例数

が多 く,ま た白人は黒人に比し3～4倍 の頻度

に認められ,さ らに欧米などにおいては近年と

くに上部尿路結石症が増加していることが判明

している.本 邦においても従来一般に尿路結石

症は四国,中 国地方に多 く,東 北,北 海道地方

では比較的少ないとされていたが,こ れはこれ

まで東北地方における本症の詳細な統計的観察

がほとんどみられないためで,東 北地方は地域

差を諭ずるための1つ の盲点 とされていた.そ

こで我々は昭和34年 当教室創設以来5年9ヵ 月

を経過 したので,当 科に入院した上部尿路結石

症について臨床統計的観察を試み,そ の発生頻

度,病 像,さ らには治療法についての検討など

を行なつてみた.

H尿 路結石症の発生頻度

昭和34年4月 当教室創設以来39年12月迄,過張5年
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9カ月間の入院患者総数は2,283例 を数え るが,そ の

うち尿路結石症患者は369例(16.2%)を 占 め て い

た.ま た入院患者数に対す る尿路結 石症患者 の割合を

年度別にみると,各 年入院患者総数の12.4～16。9%と

なり,16%前 後が尿路結石症患老であつた(表1)

表1年 度別頻度

表2尿 路結石の部位
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年 度 入院患者数 結石患者数 頻度(%)

膀

尿

16.3

管
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さらに尿路結石症 の発生頻度は地理 的に差異があ る

といわれ1)2》,,戦前 の高橋 ら3)の統計 的観察に よると

北方では頻度が低 く,と くに東北地方 では少 ない もの

とされていた.ま た稲 田 ら4)も四国,中 国地方に多 く,

関東,東 北,北 海道では少い とし,山 際 ら5)も青森地

方での尿路結石症の頻度を集計した ところ全国平均 よ

りも非常に低値を示 した と報告している.し か し我 々

の統計では尿路結石症患者は入院患者総数の16%前 後

と比較的高い頻度を示 していたが,こ の原因 としては

さきに土田 ら6)が推察 している ように近年 内科領域に

おいて も泌尿器科 に対す る関心 が高 まつて きた こと,

また泌尿器科的知識が一般に も普及 した結果血尿な ど

本症特有 の愁訴があつた場合 には直ちに泌尿器科 の外

来を訪れ るようになつた ことなどよ り,従 来は看 過さ

れがちであつ た尿路結石症が早期に容易に診断 され,

治療が加え られ るよ うになつ たため と考え られ る.

皿 尿路結石症の部位

尿路結石症の部位的分布についてみ ると,腎 結石症

140例(37.9%),尿 管結石症171例(46.3%),膀 胱

結石症27例(7.3%),尿 道結石症6例(1.6%),前

立腺結石症25例(6.8%)で,腎,尿 管結石症す なわ

ち上部尿路結石症の合計 は311例(84.2%)と 尿路結

石症の大部分を占めてい るのに対 し,膀 胱,尿 道お よ

び前立腺結石症す なわ ち下部尿路結石症はわずか58例

(15.7%)で あった(表2)

結石発生の部位的分布についてはす でに欧米におい

てNicolas?),Practorius8)ら に よ り指摘 されている

ように,下 部尿路結石症が減少す る傾向にあるのに対

して上部尿路結石症が著明に増加 していることがいわ

れてい るが,本 邦報告例を年代順にみて もこれ と同様

の傾 向がみ られ る.す なわち昭和8年 富川9,の 報告 で

は尿路結石症587例 中上部尿路結石症は175例(29.8

%),下 部尿路結石症は412例(80.2%)と 下部尿路

結石症が多いが昭和16年 高橋 ら3)は874例 中上部が596

例(68.2%),下 部が278例(31.8%)と 逆に上部尿

路結石症が増加 し,昭 和26年 清水 ら1。)は273例中上部

が147例(53.9%),下 部が126例(46.1%),昭 和29

年赤坂 ら1t)は112例 中上部が77例(68.8%),下 部が

35例(31.2%)と 次第に上部 尿路結石症が増加 しつつ

あることが判明,ま た稲田 ら12)も最近40年 間を4期 に

分けて比較観察 した ところ,上 部尿路結石症の占める

頻度は14.3%か ら65.6%へ と著増の傾向があつた と報

告 しているが,我 々の成績 でもこ うした報告 と同様 で

あ り,上 部尿路結石症が近年に至つて激増 している証

拠 とも考 え られた.ま たこ うした上部尿路結石症 の増

加の原 因 としてはMosqueria-Lomasi3)が い う近代

生活におけ る不断の心身の緊張お よび興奮に より惹起

される 自律神経系の変調が結石発生を促進す るとい う

説 も1因 として挙げ られ るが,我 々はむ しろ前述 した

ように近年における泌尿器科的検査法 の進歩,ま た泌

尿器科的疾患に対す る医師お よび一般の認識が高 まつ

た結果,従 来は看過 されがちであつた上部尿路の小結

石に対 して も早期に診断お よび治療が加え られるよ う

に なつた ことが大きな原因である と考 えてい る.し た

がつて尿路結石症 の うちで とくに問題にな るのは上部

尿路結石症す なわ ち腎,尿 管結 石症で,以 下主として

上部尿路結石症 についてその症 状お よび治療 な どの統

計的観察を行なつ てみたい,
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IV上 部尿路結石症の年令,性 別頻度およ

び患側

衰4上 部尿路結石症の患側

上 部 尿路 結 石 症 の年 令 別 頻 度 に つ い て み る と,

Parmenteri4》 は345例 中20才 代44例(12.5%),30才

代76例(22.O%),40才 代84例(24.4%),50才 代54

例(15.7%)と30～40才 代 に多 い と述 べ,他 の 報 告者

も20～30才 代に 上 部 尿路 結 石 症 の 頻度 が激 増 す る と報

告 して い る が,我 々の成 績 で も19才 以下 は 低 率 で あ る

が,20～30才 代 が311例 中174例(55,9%)と そ の 半数

以 上 を 占 め,40才 以 上 でふ たた び 漸減 の傾 向を示 し て

い た.ま た性 別 頻 度 にっ い ては,Gottsteinl5)は 上部

尿 路 結 石症213例 中 男133例(62.4%),女80例(37.6

%,稲 田 ら12)'は421例 中男328例(77.9%),女93例

(22.1%)と い ず れ も男 に 多い と述べ,他 の 報 告 者 も

男 は 女 の2～4倍 に み られ る と して い る,我 々の 症 例

で も上 部 尿 路結 石 症311例 中男235例(75.6%),女76例

(24.4%)で,男 女 比 は3.1.1と 男 に 圧 倒 的 に 多 い

数 を示 した.す なわ ち 上 部 尿路 結 石 症 は20～30才 代 の

男 に頻 発 す る こ とが わ か る(表3)

右

左

両

側

側

側

計

例 数

148

137

26

311

%

47.6

44.0

8.4

100

表3上 部尿路結石症 の性,年 令

年 令(才) 6 ♀

3

計

V上 部尿路結石症の病像

0～19

20～29

30～39

40～49

50～59

60以 上

計

16

75

56

47

25

16

235

29

14

ll

14

5

76

19

104

70

58

39

尿路結石症の症状は上部尿路結 石症 と下部尿路結石

症 とではか な りの相違を認めるが,腎 お よび尿管結石

症ではほぼ類似 の症状を示す とされている.す なわち

上部尿路結石症 の3主 徴 として癌痛発作,血 尿,結 石

排出が挙 げ られ るが,我 々は上部尿路結石症で入院し

た症例 について 初発症状 お よび 主訴を詳細に聴取し

た ところ,腎 結石症では 側腹部お よび季肋部痛64例

(35.9%),腰 痛46例(25.8%),血 尿37例(20.8%),

下腹部痛9例(5.1%),頻 尿お よび排尿痛7例(3.9

%),高 血圧6例(3.4%),結 石排 出4例(2.2%),

そ の他5例(2.9%)が,尿 管結石症では側腹部 およ

び季肋部痛84例(35.7%),血 尿56例(23.8%),腰

痛41例(17.4%),下 腹部痛34例(14.5%),熱 発6

例(2.5%),無 尿5例(2.1%),結 石排出4例(1.7

%),そ の他5例(2.1%)が そのお もな 症状であつ

た(表5)す なわち上部尿路結石症 では側腹部痛,

表5上 部尿路結石症の初発症状および主訴

21

311

っ ぎに 上部 尿 路 結 石 症 の患 側 に つ い ては,南 ゆ は

303例 中li側120例(39.6%),左 側169例(55.7%),

両 側14例(4.6%),Parmenteri4)は345例 中看 側164

例(47.5%),左 側145例(42.0%),両 側28例(8.1

%),不 明8例(2.3%)と 報 告,さ らに稲 田 ら12》は

421例 中右 側188例(44.6%),左 側186例(44.1%),

両側47例(11.2%)と い ず れ もほ とん ど左右 差 がな い

と報 告 し てい るが,我 々の 症 例 で も上 部 尿 路 結 石 症

311例 中右 側148例(47.6%),左 側137例(44.1%),

両 側26例(8,4%)と 患 側 の 差 は 認め られ な か つ た

(表4)

側腹部お
よび季肋
部痛

腰 痛

血 尿

下腹部痛

頻尿およ
び排尿痛

高 血 圧

結石排出

熱 発

無 尿

尿 混 濁

腎結石症

例数1%

64

46

37

9

7

6

4

3

1

1

35.9

25.8

20.8

5.1

3.9

3.4

2.2

1.フ

0.6

0.6

尿管結石症

例刎%

84

41

56

34

3

1

4

6

5

1

35.7

17.4

23.8

14.5

1.3

0.4

1.7

2.5

2.1

0,4

計

例数1%

148

87

93

43

10

7

8

9

6

2

35.8

21.1

22.5.

10.4

2.4

1.7

L9

2。2

1.5

0.5
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腰痛,下 腹部痛 な ど疹痛お よび血尿を訴える ことが多

く,3主 微の1つ である結石排出は以外に少 ない こと

がわか る.つ ぎに各症状個 々について検討 してみた.

まず疹痛については,前 述 した よ うに上部 尿路結石症

の愁訴は種 々な ものがみ られ るが,な かで も側腹部お

よび季肋部痛,腰 痛,下 腹部痛な ど疹痛を訴えること

も多い.し たがつて これ らの疹痛をみて も わ か る 通

り,し ばしぽ虫垂炎,胆石症あ るいは胃,十二指腸潰瘍

などいわゆる外科的急性腹症 と誤診 される ことが考 え

られる,こ こで我 々の上部尿路結石症311例 について

の既往症についてみる と,虫 垂炎が92例(29.6%)と

圧倒的に多 く,つ いで尿路結石症21例(6.8%),急

性あるいは慢性腎炎19例(6.1%),胃,十 二指腸潰瘍

15例(4.8%),高 血圧10例(3.2%),脊 椎 あるいは

脊髄疾患9例(2.9%),胆 石症8例(2.6%)の 順 に

認め られた(表6)し か も虫垂炎既往の92例 中,虫

表7疵 痛の部位

985

側腹部あ
るいは季
肋部

腰 部

下 腹 部

計

腎結石副 尿管結碇

例数%

31

16

3

62.0

32.0

6.0

50

例数%

76

19

28

123

61.8

15.4

22.8

計

例数%

107

35

31

173

61.9

20.2

17.9

表6上 部尿路結石症の既往症

て は 腰 部45例(29.2%),背 部31例(20.1%),外 陰

部28例(18.2%),下 肢25例(16.2%),側 下腹 部23

例(14.9%)と 主 とし て腰 背 部,下 腹 部,外 陰 部 な ど

に 向 うも のが 多 い が,肩 脾 部 に 向 うもの も2例(1,3

%)に 認 め られ,こ れ は胆 石 症 発 作 な ど と誤 り易 い と

考 え られ た(表8)

例 数1%

虫 垂 炎

尿 路 結 石 症

急性あるいは慢性腎炎

胃 十 二 指 腸 潰 瘍

高 血 圧

脊勧 るいは脊髄疾患1

胆

腎

そ

石

結

の

症1

核

他

92

21

19

15

10

9

8

4

10

29.6

6.8

6.玉

4.8

3.2

2,9

2.6

L3

表8瘤 痛の放散部位

背 部

腰 部

側 ・下腹
部

下 肢

外 陰 部

肩 脚 部

腎結 石症

例数%

12

正1

6

32.4

29.7

尿管結石症

例数睡

51

2「

19

34

16.2117

13.5「 、。

16.2

29、1

14.5

計

徽 睡

1

5.4

2.7

26

、1

17・lI

22,,1

。.9」

F
31120.1

4529.2

23

25

281

2i

14.9

16.2

18,2

1.3

3。2

垂摘除を受けたが右腰部～側腹部痛が軽快せず,た ま

たま血尿に気付いたので当科を訪れた とい う例 も多数

経験している,し たがつ て既往に受けた診断 名のなか

には上部尿路結石症であ りなが ら他の診断名を付 され

た誤診例 もかな り含まれ ているもの と考え られる.

上部尿路結石症 の痙痛 は鈍痛 のこともあ るが,し ば

しば発作性の疵痛ではじまる.す なわち腎結石症 では

140例中50例(35.7%),尿 管結石症では171例 中123

例(71.9%)も の高率 に痂痛発作がみ られたが,痂 痛

の部位 としては側腹部 あるいは季肋部にみ られた もの

107例(61.9%),腰 部 にみ られた もの35例(20.2%),

下腹部にみ られ たもの31例(17.9%)で あつた(表

7)さ らに癒痛は通常患側側腹部な ど局所に感 じ,

またしば しば放散す る性質があ る.痛 痛放散部位 とし

また ここで癌痛発作 と結石 の大 きさお よび部位につい

ての関係を検討 してみた.ま ず癌痛発作 と結石の大 き

さについては,腎 結石症では0.6～1.Ocmす なわち小豆

～碗豆大,1.1～1,5cmす なわち示指頭大お よび1.6～

2.Ocmす なわち栂指頭大の結石が多いが,癌 痛発作を

惹起す る割合は栂指 頭大の結石に高い頻度 を示 してい

た(表9)す なわち腎孟尿管移行部に嵌 頓し,癌 痛・

発作を きたす結石は栂指頭大 のものに多い.ま た尿管

結 石症 では小豆～碗豆大お よび示指頭大の ものが多い

が,癌 痛発作を惹起す る ものはO.5cm以 下の結石す

なわち米粒大あ るいは0.6～1.Ocmの 結石すなわ ち小

豆～碗豆大 の小結石に高い頻度を示 していた(表10).

さらに尿管結石症において結石の部位 と癌痛発作 との

関係につ いてみ ると,L2～Lsの 上部尿管の結石 より

は骨盤腔 あるいは膀胱筋層 部の結石に疵痛 発作 をきた

す頻度 の高い ことが判明 した(表1/).し か しこれは結
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表9痛 痛発作と腎結石の大きさ

結石の大 きさ
(cm)

O.5以 下

Q.6～1.0

1.1～1.5

1.6～2.O

2.0以 上

癌 痛

あ 列 な ・

4

9

9

20

8

8

18

17

20

27

計

尿が認め られた(表12)す なわち£部尿路結石症に

おいてはほ とん どの症例に肉眼的あ るいは顕微鏡的血

尿のみ られ るこ とがわか る.

12

27

26

40

35

表12血 尿

肉眼的血尿

顕微鏡的血尿

な し

表10痛 痛発作 と尿管結石の大きさ

腎… 騨

42

90

8

48

118

5

計

例 剃%

90

208

13

28.9

66.9

4.2

結石の大 きさ

(cm)

O.5以 下

0.6～1.O

1.1～1.5

1.6～2.0

2.0以 上

痛

あ 州 な ・

25

71

24

3

0

5

21

19

2

1

計

30

92

43

5

1

結石に よる腎機能障害 の程度お よび腎の形態を知る

目的で静脈性 腎孟造影が行 なわれ るが,結 石による腎

の変化 としては一般に各腎杯お よび腎孟 が均等 に拡張

した水腎の像 を呈す ることが多い.す なわち結石性水

腎につ いて我 々の症例を検討 した ところ,ま ず腎結石

症においてはほ とん どの例に軽度 ないし中等度の水腎

が,尿 管結石症において も軽度な水腎が多 く認め られ

た(表13)し たがつ て上部尿路結石症においては腎

表11痴 痛発作 と尿管結石の部位

表13結 石性水腎一
結石の部位

L,

L3

L4

Ls

骨 盤 腔 内

膀胱筋層部

痛 痛

あ り な し

6

30

20

12

24

31

2

9

11

5

11

10

計 異常 なし

8

39

31

軽 度

中 等 度

高 度

17 計

35

腎結石症

35

67

28

10

140

尿管結石症

36

85

25

25

171

例 数1%

71

玉52

53

35

311

22.8

48.9

17.0

H.3

100

41

石が尿管を移動す る際癌痛発作 を惹起 し,発 作 が一応

軽快 して,来 院 したときには結石は骨盤i腔内に移動 し

ていることも考 え られ る.と もあれ腎結石症 では栂指

頭 大の結石が腎孟尿管移行部に存在す る場合に,ま た

尿管結石症では米粒大ないし小豆大の小結石 が骨盤腔

ないし膀胱筋層部 に移動する際 に疵痛発 作がみ られ る

とい う成績が得 られた.

結石に よる腎孟,尿 管の機械的損傷に より血尿がみ

られ るが,我 々の上部尿路結石症症例でも検尿を行な

い,血 尿の状態を観察したところ311例 中90例(28 .9

%)に 肉眼的血尿が,208例(66,9%).に 顕微鏡的血

機能 が廃 絶され るほ どの症例は少な く,軽 度 な水腎の

状態 で結石症 と診断 され るものの多い こと が 判 明 し

た.

VI上 部尿路結石症の治療法

上部尿路結石症の治療法 としては結石を除去し,尿

流が阻害 されたために惹起 された腎障害の回復と,感

染,疹 痛な どに対す る処置が行 なわれ る.治 療法には

観血的療法 と保存的療法 とがあ るが,結 石形成をきた

す原因を究明し,こ れをのぞいてやる ことも重要で,

一且結石 形成 をきたした症例ではその後も形成しやす

い ことを考 える と保存的に治療できればこれほど理想

的な ことはない.し たがつて小結石 の うちに発見し,

非観血的に結石の排出をはか るようにす ることが大切
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である.し かし多 くの症例では結石 が自然排出の不可

能なほ ど大き く,し か もほ とんどの例が腎機能障害を

も伴つているため観血的療法 を必要 とす る こ と が 多

い.

まず腎結石症に対す る治療法は腎切石術42例(30,0

%),腎 孟切石術38例(27.1%),腎 摘除術19例(13.6

%),腎 部分切除術16例(11.4%)と,腎 部分切除ある

いは腎摘除術 の症例 よりも腎切石あ るいは腎孟切石術

を施行 した症例の方 が多い(表14).ま た腎摘 除術施行

表14腎 結石症 の治療法

腎 摘 除 術

腎部分切除術

腎 切 石 術

腎孟切石術

急速利尿法

そ の 他

例 数

19

16

42

38

3

22

%

13.6

11.4

30.0

27.1

2.1

15.7
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を促進 させ るため水1,000cc飲 用,10～15分 後50%ブ

ドク糖 液100cc静 注お よび ア トニン筋注に よる 急速

利 尿法を行 なつてい るが,こ の方 法を0.5～1.2cm程

度 の尿管結石症に対 して試みた ところ70%の 排石率を

認 めてい る18).し かし1.2cm以 下の結石 でもその表

面が尖鋭 なものな どは尿管 に嵌頓す るので小結石必ず

し も自然排出可能 とはいえず,結 局手術的に尿管切 石

術を施行す る例 も多い.ま た尿管結石症に対 して内視

鏡的 に排石を うながす方法 も行なわれる.す なわち膀

胱鏡 を用いて尿管カテーテルを挿 入した り,結 石捕獲

器に よ り積極的に結石 を摘出する ものであ る.こ の方

法を行なえば結石は容易に摘出され,ま た結石の自然

排 出を促進す ることも多いが,尿 管損傷の危 険を軽視

す ることができない.我 々の尿管結石症171例 に対す

る治療法 としては尿管切石術131例(76.6%),内 視

鏡的切 石術9例(5。3%),急 速利尿法あるいは未治

療のまま結石 の自然排出をみた も の そ れ ぞ れ24例

(14.0%),6例(3.5%)で(表15),急 速利尿法

表15尿 管結石症の治療法

の症例はすべ て珊瑚樹様結石や,結 石 に よりすでに形

成された膿腎のため腎実質が完全に荒廃 していた症例

であつた.す なわち腎結石症に対す る手術的療法は最

近できるか ぎ り腎を保存 または損傷 しない よ うに施行

され,腎 摘除術は最終的な手 段 とされ る傾向を示 して

いる.さ らにその他の22例(15 .7%)は 小結石が一単独

あるいは多発性に腎実質内に存 在し,臨 床症状が とく

に著明でない場合や,あ るいは腎杯,腎 孟にあつて も

自然排出が期待 できそ うに思われた症例であ り,事 実

保存的療法である急速利 尿法に よ り腎結石症で も3例

(2.1%)に 結石の排出をみ てい る.

つぎに尿管結石症の治療法であ るが,こ の場合 もつ

とも問題になるのはどの程度の大きさの結石 までは保

存的療法あるいは ときには全 く治療 を加 えず に自然排

出が期待 できるか とい う点 と考 え られ る.す なわち南

ら17)は尿管結石症におけ る自然排 出の可能性 とその待

期期間を詳細に検討 しているが,結 石像の大 きさが小

結石例(0.5×0.5cmま で)な らば最初の痴痛 発作が

起つたEか ら1カ 月以内に72 .9%,3ヵ 月末 ま で に

87・3%,6カ 月末 までには90%あ ま りが 自然排 出し,

中結石例(0.6× ユ.Ocmま で)な らば1カ 月以 内に25

%,3カ 月末までに60%以 上,6ヵ 月末 までに約80%

に自然排出を認め,こ うした事実 より尿管結石症にお

いては6カ 月末 までは 自然排出が期待 できるとしてい

る.教 室において も尿管結石症に対 してその 自然 排出

尿 管 切 石 術

内視鏡的切石術

急 速 利 尿 法

自 然 排 出

そ の 他

例 数

131

9

24

6

1

%

76.6

5.3

14.O

3.5

O.6

に よる結石排出あるいは 自然排石の例 が比較的多 く,

尿管結石症に対 しては これ らの方法 も是非試みるべ き

ものと考え られた.

W結 語

昭 和34年4月 か ら39年12月 ま で の5年9ヵ 月

間 に東 北 大 学 医 学 部 泌 尿 器 科 に入 院 した 上 部 尿

路 結 石 症 患 者311例 につ い て臨 床 統 計 的 観 察 を

行 な つ た.

1.入 院 患 者 総 数2,283例 に対 す る尿 路 結 石

症 の頻 度 は369例(16.2%)で あつ た.ま た尿

路 結 石 症 の部 位 的分 布 と して は 腎結 石 症140例

(37.9%),尿 管 結 石 症171例(46.3%),膀

胱 結 石 症27例(7.3%),尿 道 結 石症6例(1.6

%),前 立 腺 結 石 症25例(6.8%)で,腎,尿

管 結 石 症 す なわ ち上 部 尿 路 結 石 症 が そ の大 部 分
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を 占 め て い た.

2.上 部 尿 路 結 石 症 の年 令 お よび性 別 頻 度 に

つ い て は,ま ず 年 令 で は20～30才 代 が311例 中

174例(55.9%)と そ の半 数 以 上 を 占 め,ま た

性 別 では 男235例(75.6%),女76例(24.4%)

で男 に圧 倒 的 に多 く,20～30才 代 の 男 に頻 発 す

る こ とが 判 明 した.さ らに患 側 につ い て は右 側

148例(47.6%),左 側137例(44.1%),両 側

26例(8.4%)と 患 側 の 差 は み られ な か つ た 。

3.初 発 症 状 お よび 主 訴 につ い て は,腎 結 石

症 で は側 腹 部 お よ び季 肋 部 痛64例(35.9%),

腰 痛46例(25.8%),血 尿37例(20.8%)な ど

が,尿 管 結 石 症 で は側 腹 部 お よ び季 肋 部 痛84例

(35.9%),血 尿56例(23.8%),腰 痛41例

(17.4%),下 腹 部 痛34例(14.5%)な どが そ

れ ぞ れ み られ,や は り上 部 尿 路 結 石 症 で は 側 腹

部,腰 部,下 腹 部 な ど の疹 痛 お よび 血 尿 を訴 え

る こ とが 多 か つ た.ま た既 往 症 では 虫垂 炎 が92

例(29.6%)と 圧 倒 的 に 多 い が,こ れ ら のな か

に は 上 部 尿 路 結 石 症 が 誤 診 され た例 もか な り含

まれ て い る もの と考 え られ た.

4.癌 痛発 作 は 腎結 石 症 で は140例 中50例

(35.7%),尿 管 結 石症 で は171例 中123例(71.9

%)も の 多 くに み られ たが,癌 痛 の部 位 と して

は側 腹 部 お よび季 肋 部107例(61.9%),腰 部35

例(20,2%),下 腹 部31例(17.9%)で あつ た.

また 疵 痛 の 放 散 部 位 と して は 腰 部45例(29.2

%),背 部31例(20.1%),外 陰 部28例(18.2

%),下 肢25例(16.2%),側,下 腹 部23例

(14,9%)と 主 と して腰 背 部,外 陰 部,下 肢 な

どに 向 う もの が多 か つ た.

5.癌 痛 発 作 と結 石 の大 き さお よ び部 位 に っ

いての関係をみたが,腎 結石症では栂指頭大の

結石が腎孟尿管移行部に存在する場合に,ま た

尿管結石症では米粒大ない し小豆大の小結石が

骨盤腔内へ移行する際に疵痛発作を惹起すると

いう成績を得た.

6.治 療法は,腎 結石症に対しては主として

腎切石あるいは腎孟切石術など手術的療法を行

な つたが,尿 管結石症に対しては急速利尿法に

よる保存的療法 も比較的有効であつた.

参 考 文 献

1)McCarrison,R.:Brit.Med.J.,1=1009,

1931.

2)Lassen,H.K.:J.Uro1.,50:110,1943.

3)高 橋 明 ら ・ 日泌 尿 会 誌,32:491,昭17.

4)稲 田 務 ら:泌 尿 紀 要,1=143,昭30.

5)山 際 義 秀 ら:青 県 病 誌,3=74,昭33.

6)土 田 正 義 ら=外 科 診 療,4:1487,昭37.

7)Nicolas,H.:Z.Uro1.,20:421,1926.

8)Practorius,E.:Z.Uro1.,21:30,1927.

9)富 川 梁 次:皮 と 泌,1:222,昭8.

10)清 水 圭 三 ら:臨 躰 皮 泌,8=399,昭27.

11)赤 坂 裕 ら:臼 泌 尿 会 誌,47:53,昭31.

12)稲 田 務 ら:泌 尿 紀 要,2:117,昭31.

13)Mosqueria-Lomas,M.S.:」.Urol.,57:

1142,1947.

14)Parmenter,F.J.:J.Uro1.,36:57,1936.

15)Gottstein,G.:Nephrolithiasis,Lehrbuch

d.Urol.,Bd.IV,P.272.1927,Lichten-

bergu.andere,

16)南 武:慈 恵 医 誌,71=2125
,昭30.

17)南 武 ら:日 泌 尿 会 誌,55=994
,昭39.

18)白 鳥 常 男 ら=日 泌 尿 会 誌,52
,115,昭36.

(1965年6月4日 受 付)




